
共同研究の歩み 
 
平成 12 年 11 月 科学研究費補助金 基盤研究 B（２）計画調書提出 
平成 13 年 3 月   内定通知 

〈平成 13 年度〉 

・ 平成 13 年 9 月 5 日 公開セミナー 

 講師：モロクワシチ・ミュラー・ミリアナ氏 

（お茶の水女子大学ジェンダー研究センター客員教授） 

   演題：「アジア・ヨーロッパにおける人の移動と女性政策」 

・ 平成 13 年 11 月 19 日  公開セミナー  

 講師：小川富之氏（広島経済大学・助教授） 

    演題：「オーストラリアにおける法学教育について」 

・ 平成 14 年 2 月～3 月 床谷、野村、松岡、高阪がオーストラリアへ調査旅行 

    オーストラリア国立大学、モナシュ大学、ウーロンゴン大学を訪問 

    研究課題に関連して、オーストラリア国立大学法学部では取引のグローバル化に伴う 

    法情報の交換、司法共助の可能性などについて、また、実務に即した法律家養成のあり

方などをめぐる同大学との共同研究をめざしてセミナーを開催した。14 名のスタッフが 

    参加し、活発に討議を行った。モナシュ大学、ウーロンゴン大学でも、法学部長ほか 2

名のスタッフと同大学の対外戦略および日本の司法制度改革を論じた。 

〈平成 14 年度〉 

・ 平成 14 年 10 月 10 日、11 月 14 日、12 月 19 日の 3 回のミーティングで 

国際シンポジウム開催について討議 

・ 平成 15 年 2 月 12 日・13 日 

 国際シンポジウム「 太平洋西淵地域における制度改革と国家間連携の将来」 

 （Reform and International Cooperation in the Western Pacific Rim） 

を開催。オーストラリア、タイ、シンガポールの専門家を報告者として、また、国内の 

専門家をディスカッサントとして招聘し、経済関係、司法関係の問題状況についての研究交



流を深めた。 

〈平成 15 年度〉 

・  平成 15 年 8 月 31 日～9 月 8 日 研究協力者 裘春暉がオーストラリアへ調査旅行 

・ 平成 15 年 11 月 13 日 公開セミナー 

講師：道垣内正人氏（東京大学大学院法学政治学研究科・法学部教授） 

演題：「インターネットと国際取引」 

・ 平成 15 年 11 月 27 日 公開セミナー 

セッションⅠ・・・講師：河野俊行氏（九州大学大学院法学研究院教授） 

         演題：「文化遺産の概念の衝突と変遷」 

セッションⅡ・・・講師：深川由起子氏（東京大学大学院総合文化研究科教授） 

         演題：「日韓 FTA における制度のコーディネーション」 

・ 平成 15 年 12 月 10 日 公開セミナー 

   講師：坂根 徹氏（日本貿易振興機構海外調査部北米課） 

   演題：「国際的な保険監督基準作りへの日本の関わり～現場からの報告」 

・ 平成 16 年 3 月 1 日～3 月 7 日 床谷、松繁がニュージーランドへ調査旅行 

ビクトリア大学ロースクール、カンタベリー大学法学部を訪問し、ニュージーランドに 

おける家族法と社会政策、司法制度改革の問題についての調査研究・協議をした。 

・ 平成 16 年 5 月  研究成果報告書 刊行 


